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研究要旨：耐糖能障害と睡眠障害との関連が近年示唆されているが、糖尿病と閉塞性睡眠時
無呼吸(OSA)については、HbA1c 値及び糖尿病治療の有無との関連に関して不明な点が多
い。ながはまスタディからの 7680 人の地域住民コホートを用いて HbA1c 値と OSA との関
連を検討し、京都大学医学部附属病院からの 597 人の病院コホートを用いてバリデーショ
ンを行った。両コホートとも糖尿病無治療患者においてのみ、中等度以上の OSA は HbA1c
値が高値になるにつれて頻度が高くなった。HbA1c 値は独立して中等症以上の OSA に関
連していた。この関連は高齢者(60 歳以上)よりは中年者(60 歳未満)において、男性よりは
女性において顕著であった。 

A. 研究目的 
生活習慣病の中でも糖尿病は高血圧とと

もに閉塞性睡眠時無呼吸(obstructive sleep 
apnea: OSA)との関連が注目されている。糖
尿病と OSA については、HbA1c 値及び糖
尿病治療の有無との関連に関して不明な点
が多い。そこで、ながはまスタディの地域住
民コホートと、バリデーションとして OSA
疑いの病院コホートを用いて、HbA1c 値と
OSA の関連を調査した。 
B. 研究方法 

横断的研究として、ながはまスタディに
参加した 7680 人の地域住民コホートを用
いて HbA1c 値と OSA との関連を検討し、
京都大学医学部附属病院に OSA 疑いで
PSG 検査目的に入院した 597 人の病院コホ
ートを用いてバリデーションを行った。地
域住民コホートでは客観的睡眠時間で補正
した 3%酸素飽和度低下指数を用いて、病院
コホートでは無呼吸低呼吸指数を用いて、
OSA の有無、重症度を決定した。本研究は

京都大学医の倫理委員会の承認を得た。 
C. 研究結果 

地域住民コホートでは糖尿病無治療群で
は HbA1c 値が上昇すれば中等症以上の
OSA が 増 加 し た
(HbA1c<5.6/<6.5/<7.5/7.5≤; 
8.3/15.0/33.1/40.0%, P for trend<0.001)が、
治 療 群 で は そ の 関 連 は 認 め な か っ た
(28.6/28.3/30.7/20.5%, P for trend 0.638)。
多変量解析では中等症以上の OSA を有す
るオッズ比は HbA1c 値 1%あたり 1.26 
(95%信頼区間 1.10-1.45)であったが、治療
の有無別では無治療群でのみ有意であった。
病院コホートにおいても同様の結果を認め、
さらに OSA の頻度は増加していた(糖尿病
無治療群にて HbA1c<5.6/<6.5/<7.5/7.5≤; 
58.9/75.3/87.5/100.0%, P for trend<0.001)。
いずれのコホートにおいても糖尿病無治療
群でのみ HbA1c値とOSA との関連を認め、
その関連は高齢者(60 歳以上)よりは中年者
(60 歳未満)において、男性よりは女性にお
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いて顕著であった。 
D．考察 
 本 研 究 にて 、 糖尿 病無 治 療 患 者で は
HbA1c 値が高値であれば中等度以上の
OSA の可能性が高く、また糖尿病治療患者
では HbA1c 値が正常であっても OSA に注
意する必要があることを示した。特に、女性
においては厳格な OSA の管理が将来的な
糖尿病発症を予防する可能性を示唆したが、
糖代謝と呼吸調節系の関連の論文が近年多
く発表されており、本論文からも糖代謝と
呼吸調節系は今後の研究課題と考えられた。 
E. 結論 

糖尿病無治療群でのみ OSA と HbA1c 値
との関連が認められ、中年や女性で顕著で
あった。 
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